
公募～評価の流れ（経緯）これまでの経緯 （道路トンネル点検記録作成支援ロボット）

公募

評価

Ｈ２６
年度

Ｈ２８
～
Ｈ２９
年度

８技術

検証
（模擬ＴＮ）

実用検証
２技術

要素検証
４技術

辞退
２技術

近接目視による調査精度の
レベルに至っていない

２技術

コメント
のみ

公募

評価

１３技術

実用検証
１０技術

要素検証
３技術

Ⅰ
５技術

コメント
のみ

検証
（模擬ＴＮ）

追加・改良

検証
（供用ＴＮ）

参加
４技術

不参加
２技術

Ⅱ
１技術

Ⅲ
２技術

Ⅳ
２技術

要求性能（案）
の設定・提示

６技術参加確認

Ｈ２７
年度

※1 試行的導入：供用中のトンネルにおける実際の点検
と同一の環境下での検証
(交通規制なしでの実施)

Ⅰ：試行的導入※１に向けた検証を推奨する
Ⅱ：課題の解決を前提に、試行的導入※に向けた検証を

推奨する
Ⅲ：課題への対応・結果により、試行的導入※に向けた

検証を推奨する
Ⅳ：今回は十分な検証ができていない

課題未解決
２技術

【参考１】


